


ITACS 4 の画面ITACS ver.4 の画面



ITACS 4 の特徴ITACS ver.4 の特徴

デ タ入出力処理にR b とGPh sを採用

• 新しい種類のデータ（MOVE/MRI.COM-G, LBM）の追加が容易に

データ入出力処理にRubyとGPhysを採用

より詳細なグラフィックオプション

• 等値線の種類・色・マーカーの種類などの細かい設定が可能

オプション設定 デ タ保存機能

• USER INPUTでアップロードしたデータやグラフィックの詳細設定が
ユ ザ ごとに保存される

オプション設定・データ保存機能

ユーザーごとに保存される

データダウンロード機能の充実

• 従来のテキストデータに加えてGrADS形式でのダウンロードが可能

デ タダウン ド機能の充実

GPhys：異常気象分析作業部会の堀之内委員らが中心となって開発しているRubyのライブラリ。導入に当たり、堀之内委員をはじめ、
開発関係者から多大な御助力を頂きました。



ITACS 4 の運用についてITACS ver.4 の運用について

検討会・作業部会委員向け

•今年度内に公開予定

並•当面は ver.3 も並行運用

ユーザーごとにアカウントを発行

• IDは異常気象分析WEBのアカウントと同じ

パスワ ドの変更はWWW経由で•パスワードの変更はWWW経由で



ITACSの利用支援についてITACSの利用支援について

ITACSに関する掲示板の設置

• 異常気象分析WEB内「ITACS御意見板」

今年度内に公開• 今年度内に公開

チュートリアルマニュアルの作成

• ITACS ver.4用のチュートリアルマニュアル

来年度中 作成 公開• 来年度中に作成・公開



異常気象分析WEBの解析 予報資料について異常気象分析WEBの解析・予報資料について

• http://extreme.kishou.go.jp/ex/datalinks

異常気象分析WEB内に各種資料の目次ページを作成



大気モデルを使った要因分析

【目 的】

異常気象の要因分析の高度化を図るため 異常気象異常気象の要因分析の高度化を図るため、異常気象
発生時に、大気モデルを使った実験を実施し、その結果
を分析に利用できる体制の整備を目指すを分析に利用できる体制の整備を目指す。

【具体的方法】【具体的方法】

・熱源偏差を与えた線形傾圧モデル（LBM）実験

・１か月アンサンブル予報結果の解析への利用

・海面水温の解析値及び平年値を与えた大気大循環モ・海面水温の解析値及び平年値を与えた大気大循環モ
デル（１か月予報モデル）実験

平成22年度異常気象分析検討会定例会
（2011.3.8）



線形傾圧モデル（LBM）実験

【経緯・目的】
・熱帯の対流活動による異常気象への影響を評価するため、東大大気海
洋研究所の渡部准教授（異常気象分析検討会作業部会長）よりLBMを提洋研究所の渡部准教授（異常気象分析検討会作業部会長）よりLBMを提
供頂いた。

・当庁において LBMのルーチン的な運用（毎月）と過去実験を実施した・当庁において、LBMのルーチン的な運用（毎月）と過去実験を実施した。
ITACS ver.4（今年度末に公開予定）で、LBMの実験結果を利用できる環
境を整備した。

【実施計画案】
・基本的な要素に関するLBMの結果を 異常気象分析Webに掲載する・基本的な要素に関するLBMの結果を、異常気象分析Webに掲載する。

＜2011年度前半＞

・実験結果を毎月の気候解析に利用し 結果の解釈や評価について議論・実験結果を毎月の気候解析に利用し、結果の解釈や評価について議論
する。 ＜2011年度から開始＞

・特定の領域の対流活動の影響を評価するため 任意領域の熱源偏差を・特定の領域の対流活動の影響を評価するため、任意領域の熱源偏差を
与えた実験環境を整備する。 ＜2011年度中に実施＞

平成22年度異常気象分析検討会定例会
（2011.3.8）



１か月アンサンブル予報結果の解析への利用

【経緯・目的】
・今年度実施した分析検討会及び作業部会委員との意見交換の際 異常・今年度実施した分析検討会及び作業部会委員との意見交換の際、異常
気象をもたらした現象の要因を把握する１つの方法として、アンサンブル
予報結果の解析の提案があった。

・１か月予報及び検証プロダクトを異常気象分析Webに掲載。

・異常気象の要因を より多くの視点・角度から分析することを図る・異常気象の要因を、より多くの視点・角度から分析することを図る。

【実施計画案】
・１か月アンサンブル予報結果を使った解析手法について、検討を行う。

＜2011年度＞

平成22年度異常気象分析検討会定例会
（2011.3.8）



大気大循環モデル実験

【経緯・目的】
・今年度実施した分析検討会及び作業部会委員との意見交換の際、海面
水温（SST）変動による異常気象への影響評価を行うため、SST解析値を
与えた大気大循環モデル実験の提案があった。

・異常気象の主要な要因の１つである海洋の変動による影響評価の強化
を図る。

【実施計画案】
・2011年度に、SSTの解析値及び平年値を与えた大気大循環モデル（１か
月予報モデル）実験を実施するための準備を行い、2012年度より、異常気
象発生時にモデル実験を実施し、その結果を要因分析に利用する。

平成22年度異常気象分析検討会定例会
（2011.3.8）


